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日本産イモリ科３種の系統解析と系統地理解析をミトコンドリア（ｍｔ）ＤＮＡの

塩基配列を指標として行った。日本本土のアカハライモリでは東北から関東に

分布する東日本群がまず他から分けられ、次に中部、北陸、近畿の大部分と中

国地方東部に分布する中部日本群が残りの西南曰本の集団から分けられた。西

南日本の集団は近畿南部、中国西部、四国、九州北中部に分布する西日本群と

西南九州に分布する西南九州群に分けられた。アカハライモリの東日本群は、

アロザイム、形態､配偶行動の違いで区分される東北集団と関東集団を含むが、

mtDNAでは区分されず、また群内の遺伝的分化の程度も低かった。また形態と

配偶行動の特徴で区分される近畿北西部の篠山種族は、今回の解析では中部日

本群に含まれ、アロザイム分析で独自性が高いとされた南九州集団は西九州の

個体群とまとまった。琉球列島のシリケンイモリは奄美諸島の奄美群と沖縄諸

島の沖縄群に分けられ、後者はさらに沖縄島北部で分布域を重ねる２亜群に分

けられた。沖縄諸島内では、沖縄島北部と中部の集団の遺伝的多様性が、南部

や慶良問諸島の集団の多様性より高かった。有尾類の分子進化速度1.28％/１ＭＹ

という分子進化速度を仮定して､分化年代を推定したところ２種の分化が約ｌｌｏＯ

万年前、アカハライモリの東日本集団と他集団の分化が８００万年前、シリケン

イモリの奄美、沖縄間の分化が５００万年前、沖縄の２亜群の分化が２５０万年前

と推定された。シリケンイモリとアカハライモリを含むイモリ属全体の傾向と

して、同程度の面積当たりの遺伝的多様性の程度は南の集団ほど高く、この結

果は更新世の氷期による寒冷化で、北の遺伝集団ほど分布域の縮小と個体群サ

イズの低下による便首効果の影響を強く受け、遺伝的な多様性を失った可能`性

を示唆した。イボイモリについては沖縄諸島内での遺伝解析を行った。その結

果、本種の沖縄集団は北部一中部集団と南部一渡嘉敷島集団に分けられる傾向

が見られた。シリケンイモリと同様に北部一中部集団の多様性が南部一渡嘉敷

島集団より高かったが、イボイモリの２集団の推定分化年代は120万年前とな

り、その分化の程度はシリケンイモリの沖縄諸島内の２亜群の分化の程度に比

べると低かった．


